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 あい   

 

寒い日 続い 皆様 変わ い せ

う 出張中 ルキナ ァソ 挨拶い  

 

昨年 国内外 い 団体や活動 取 巻く状況 熟慮 必要 機会

多々あ 国内 団体 運営 厳 い局面 続 感

あ 幸い 多く 方 力添え 無事 乗 切

ルキナ ァソ現地 い 11 月頃 武器 用い 事件 各地

発生 う 懸念 べ 傾向 あ 主 対象 軍関係 あ

神経 常 張 詰 せ く う 状況 あ せ  

 

一方 ロジェクト 実施 食料事情 現 収入 面 住民 実感

う 結果 出 い 住民自身 取 組 現地 協力団体 あ

AJPEE 環境保全畜産保全協会 う 活動 行 え

当団体 考え方や手法 対 理解 支援 皆様 あっ

考え 楽 言え い世相 あっ 皆様 助力 深謝  

 

う間 く 早春 頃合い 皆様 多幸 祈念致  

 

緑 サ ル  代表理事  岡本敏樹  

緑のサヘル機関紙 Vol.77  2019 年 2 月 27 日  

ヤルカ村 穀物貯蔵庫を見せ れた住民。 しり 詰ま います。  
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＜バム県コングシ地域活動実施村位置図＞ 

＜バム県位置図＞ 

 

ルキナ ァソの活動地域図 

バム県 

コングシ市 

首都ワガドゥグ 

村落植林 

村落植林 

JICA草の根 
小学校緑化支援 

村落植林 

JICA草の根 

バム湖 

小学校緑化支援 

村落植林 

村落植林 

小学校緑化支援 

小学校緑化支援 

村落植林 

小学校緑化支援 

村落植林 

JICA草の根 

小学校緑化支援 

村落植林 

小学校緑化支援 

市内 1校  

小学校緑化支援 
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ル ァソ け 2018年 雨季 降雨状況 良 全国的

豊作 いえ 収穫結果 し 々 貯蔵庫 ル 穀物 い ぱい 詰

込 住民 来季 収穫時期 不足し い いう発言 あ し

聞い い こ 側 安 し し  

 

JICA草の根技術協力事業 
 

＜ ゲッ 石堤 ＞ 

3 ゲッ 用 石 運搬 栽培地

へ 設置作業 進 い す 2014 年

11 月 開始さ 現行 草 根技術協力

事業 ゲッ 設置す 最後 機会

す  

 

ラッ 石運搬 12～1月 間

合計 484回行 わ し 19名

栽培地 ゲッ 設置さ し 石運

搬 設置 3月 す  

 

侵食 深く 幅 広い 所

ゲッ 強固 ビオン 蛇篭

設置さ す 既 設置さ 所 良

好 降雨 あ 2018年雨季 稲作 行 うこ し 毎年可能 いうわけ

い せ 侵食防止 け く 新 土地利用 考え い す  

 

＜ザ 農法 堆肥＞ 

 3 来季用 堆肥作 始 し 各 2チ 計 30名 ンバ 利

用し い 作製穴へ 料 運び 積 込 作業 行 い し  

 

 こ ロジ 側 支援 し

堆肥 料 あ 乾燥糞 購入代 一部負

担し し し し 今回 作製

ロジ 支援 終了し 自分 購入

す こ し 支援終

了 い 異議 く 順調 作業 進

し  

 

 こ ザ 農法 堆肥活動 変化

実感 ほ し あ

す 価値 あ ンバ 判断し 結果

あ 考え い す  

侵食の深い場所に設置された蛇篭 ガビオン  

                     タンポンガ  

2つの作製穴に 料の積み込み作業を終え

たメンバー             タンポンガ  
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村落植林プロジェクト 
 

8 行 い 落植林 す 11月

ユ 苗木を計 13,260 本配布し 各

実施者 植栽 した 植栽地

土 湿 作業 容易 し

た 植栽面積 計 23.3ha す  
 

た 成長したユ 用 し 販売

した 太 す 成長したユ

需要 多 販売 価 高 す

2018 5 5名 販売し した 計 301

本 ユ 売 合計 875,500cfa 約

175,100円 現 収入 した 一方

曲 た 他 木 成長を妨 た し

い 木 適宜 間伐 す う 間伐木 家庭用 し 使用 す プ

ク 意図す 生活林 し 機能 発揮 い す  
 

 

食料事情は当面良くなりました し し 5月以降 懸念されます  
 

2018 雨季栽培 い 降雨 順

調 あ たた 穀物 良好 成育し 収穫量

増加し した 具体的 直近 5 間

均 比べ 約 12% 増加 した

家庭 備蓄量 増加し 厳し

た食料事情 回復し い す  
 

た 栽培地 保水状態 良いた 晩生

あ ベ ベ 成育 良好 あ

2～3月 収穫 見込 す  
 

し し 一部 地域 今後 状況

い 厳しい見方 い す 部 州

ン やマン ン

ン ン ン キ ン 家庭 備蓄 い 穀物 例

2～3 ヶ月程度早い 5 月 底を い い す 暑

盛 食料 不足す う 事態を回避 う願 い す  

苗木の植栽を行なう実施者と家族・友人たち    

タンガイエ村  

仲間たちと食事をする住民  

バイリ村 1997年  
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11 月 毎年 恒例 っ い 岩手講演 実施し し 3 市 1 町 い 小 中

学生や一般 方々 対象 計 10回 講演 行 い 819名 皆さ 話 聞い い

し 12月 JICA 国際協力機構 や農林水産省 主催す 研修 講師

務 し  
 

＜ 東京事務局 主 活動一覧 ＞  

 

 

 

昨年 12月 3日 当団体 菅川 JICA

国際協力機構 筑波セン 行 わ

課題別研修 サ サハ  気

候変動 対す ン 強化

漠化対処 い 講師 務 し  
 

こ 研修 国々 招

研修員 漠化へ 対策や対応力強化

組 学 各々 国 政策

資す こ 目的 し JICA

筑波 委託 け 一財 地球･人間

環境 ム 実施 す  
 

菅川 講師 務 一昨年 続い 2回目 チ やケ や

キ ソ等 9 名 研修員 対象 緑 サヘ 行 っ 来 活動や培っ 来

技術 様々 経験 紹介し し 講義中 研修員 自国 組 披

露や情報 交換 行 わ 緑 サヘ っ 貴 時 し  

2018年 

11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

6日(火) 

7日(水) 

9日( ) 

10日(土) 

12日(月) 

13日(火) 

14日(水) 

15日(木) 

16日( ) 

岩泉町立 小川中学校      1～3年生 42名  

盛岡市立 桜城小学校       5年生 54名  

盛岡市立 見前南中学校         2年生 139名  

緑 サヘ 報告会       盛岡市：一般 9名  

一関市立 磐井中学校       3年生 180名  

 一関市立 東中学校         1～3年生 93名  

滝沢市立 滝沢東小学校      5年生 44名  

一関市立 東山中学校 1年生 42名･2年生 51名  

盛岡市立 黒石 中学校      2年生 165名  

講演 

講演 

講演 

講演 

講演 

講演 

講演 

講演 

講演 

(菅川) 

(菅川) 

(菅川) 

(菅川) 

(菅川) 

(菅川) 

(菅川) 

(菅川) 

(菅川) 

12月 

 

3日(月) 

7日( ) 

JICA 課題別研修       研修員  9名  

農林水産省 海外派遣技術者研修 関係職員 8名  

講師 

講師 

(菅川) 

(菅川) 

2019年 

1月 22日(火) JICA 草 根技術協力事業 情報交換会 出席 (大谷) 

   

国内活動 

研修員の皆さ に 緑のサヘル の活動 紹介  
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緑 サヘ 皆様 約 4 間 大変 世話  

ま 期間 6 未満 イン ン 入 例 

外的 そう 私 入 事 く 迷惑  

思います  

イン ン 援 何 いう根本的 概念  

各国 事業 容 詳細 教え い 私自身 考 

え 180度変化 く 新 い事柄 知  

出来 意義 時間 過 せま  

今回 経験 将来 繋 う 更 力 参  

い 思います 4 間 本当 あ う いま ！    牧 恵実  

 
 

 
  

現地 雨季 年 多少 変化 あ ます い い 6 頃 雨 降 始

10 上旬ま 続 ます 時期 農繁期 ます 緑 サヘ 現地 方々

組 い 食糧 増産 現 収入 向上 環境 回復 等 各 活動

大 時期 ます  
 

緑 サヘ 雨季 間 活動 滑 進 ニュ ス №74 2018

年 6 6日発行 い 10 31日ま 期間限定 雨季キャンペ ン 実施

す 旨 案 ま 結果 期間中 計 12件 53,000 寄付 皆様

寄せ ま  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

支援い い 寄付 村落植林 行 い 8 村 植林実施者 雨季

間 行 う植栽苗木 管理経費 228,000 一部 具体的 8村 一 あ フ

村 5 名 植え 1,500 本 苗木 維持 育成す 経費 充当 せ

い ま ま フ 村 植栽苗木 順調 育 あ ます 皆様

支援 心 感謝い ます  
 
 
 
 
 
 
 
 

     

 

 

 

 

 

 

 

インターン終了のご挨拶 

フールー村 植栽苗木 管理作業が続けられ います。 



７ 

 

＊敬称 略 せ 頂  

 

 新規会員   
 

宇野泰子  
 

 会員   
 

佐 木子／佐賀明子／今 奈津子／野々山富 ／榎 子／福川佐代／浅輪哲  

辺諄児／ 中 え子／今野進／石 大／坂 紀子／梅 暢子／杉 和／柏原竜一  

木嶋清 ／東千尋／宮 春 ／矢野友一郎／ 藤和 ／ 野幸子／村 智恵子／佐々木順
大久保久美子／和 隆資／綱島孝／瀬戸 一／瀬戸謙 ／瀬戸泰 ／瀬戸義子／鈴木幸子  

野 鉄 ／坂 希／援助修道会  管区 部  

他  匿名を 希望 方  名   
 

 寄付を頂   
 

余語盛男／今 奈津子／野々山富 ／増岡一樹／竹中和子／佐藤裕美／氏岡治代／武藤彰子  

子／石毛弘／伊藤 ／土蔵愛子／松 曜子／宮 秀子／葛原睦子／ 辺諄児  

小笠原弘子／ 中 え子／須藤 い／中久保慎一／ 中順子／齊藤せい子／小 昌子  

西村豊子／村 和代／梶野修 ／坂 紀子／梅 暢子／木嶋清 ／澄 靜／岩永孝子  

弘子／宮 春 ／ 木 味子／松岡亜湖／徳永 希子／ 宜子／山野 素充  

勝間朋子／米 勝彦／桜 子／小林 十鈴／青柳美知子／赤山孝子／大段 子  

奥康 ／ 納愛子／神野潤子／東海林茂子／ 瀬光代／富谷晋／花垣 男／花垣正  

水島多衛子／浅 賢 郎／大段紀代子／ ャ ＆窯  堀越信代  

㈱ 藤均総合 務所／ ひ わ く 務局  蛯名健仁 奈子／稽 場風  堀籠貴子  

国際ソ チ 大阪－中央／国際ソ チ 若 ／援助修道会  管区 部  

日 聖 会  西宮聖ペ 教会／個別教育 安多秀  
 

雨季 ャンペ ン 寄付を頂   
 

佐賀明子  

他  匿名を 希望 方  名   
 

ＢＯＯＫ募 を通 寄付を頂   
 

伊藤良 ／山 和也／飯 代  

他  匿名を 希望 方  1 名   
 

 切手 商品券 図書 をい   
 

 齊藤政宏･せい子  

 

 記 201８ 11 日 2019 31 日 支援頂い 方 そ 以
前 支援頂 名前を掲載 方 芳名 あ 1 日以降 支援
い 方 い 次 掲載 せ 頂  

 

 協力団体 助成団体  
 

漠 木を植え い 日 青 を支援 会／国際ソ チ 大阪-中央 

( )国際協力機構 (JICA)／ (財 )農村更生協会  ヶ岳中央農業実践大学校  

( 財 )毎日新聞東京社会 業団／ ( 財 ) ン環境財団 (環境活動助成 ) 

緑 募 (管理団体 :( 社 )国土緑化推進機構 )／ ( 財 )国際緑化推進セン  

料理  ／ (特活 )国際協力 NGO セン ／ (株 ) ャ ワ  

(特活 )環境 研究機構／ソ ン 募  

LIFULL ソ ャ ン ン ／環境 限 任 業組合  
 

 写 を提供   
 

愛知県環境部地球温暖化対策課温暖化対策  

地球温暖化 関 一般県民向け啓発 今 め う  地球 め  
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内容 詳細 希望 方 事務局  

連絡く い 詳細チ シ 送 い  

八ヶ岳農場 特産品 

八ヶ岳中央農業実践大学校 新鮮 材料 確

技術 生 品々 チ

イ ク 卵 乳製品 加わ

送料 含 価格 記 表  
 

大学校 厚意 求  

定価 20 % 当会 寄付  
 

申 込 方法  

郵便振替用紙 依頼人様 届 先 住

所 氏名 電話番号 希望 ッ 名 数量 明

記 記 振込 く い  
 

－ －４ ４ 緑 サヘ  
 

振 込 届 日程  

贈答品 挨拶  

う  

 

長い間 皆様 協力い い 来 BOOK募金
すが 残念 が 1 持 サービス終了

BOOK募金 通 活動 支え 下

っ 皆様 当 難う い  
 

＊ れ お送 申 込 チラシも お使い れ

せ の 注意下 い  

 書 損 手数

料 払う 新

い や切手 交

出来  

う 事務局 送

い 緑 サヘ

活動 支え い！ 

BOOK募 が終了しました！ 
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せ
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1･･表紙                  5･･国内活動 

2･･ ソ活動地域図    6･･事務局  

3･･ ソ 1      7･･あ う 

4･･ ソ 2     8･･ 知 せ 

   チャ            

＜ ッ ひ 言 ＞ 
 

● ソ 暑く 温度計 30

度 示 う 間 く寒い

日本 帰国 気温差 日本 距離 実

感                岡本  
 

●毎年 最初 ュ い

気合 入 今年 緑 サヘ

情報 届 出来 嬉 い限     菅川  
 

● ソ 料理 一番好 大谷

作 チェケ 蒸 ャッサ

素 鯵 ぶ 切 せ 油 食

塩味 い い 本所  
 

●真冬 日本 え ～ 声や

不在 感 せ い日常 や 嬉 い

反 国内 ｾｷｭ ﾃｨ ﾍﾞ

移動制限 現状 悶々 い 大谷  

関東 信越 

北陸 中部 

南東北 

関西  

北東北 

中国 四国 北海道 

九州 

沖縄 

A アイ 10個 4,644 4,752 4,860 4,968 5,076 5,616 

B 
3種アイ

10個 
4,968 5,076 5,184 5,292 5,400 5,940 

C アイ 6個 3,564 3,672 3,780 3,888 3,996 4,536 

Ｄ ー 3種 4,536 4,644 4,752 4,860 4,968 5,184 

E 
カ ー2箱/ 

ー 5種 
6,048 6,156 6,264 6,372 6,480 7,020 

F 
ヨーグ /

牛乳 
2,916 3,024 3,132 3,240 3,348 3,888 

G カ ー6箱 4,320 4,320 4,536 4,644 4,752 5,292 

H 
青卵12個 / 

ャム2種 
3,996 4,104 4,212 4,320 4,428 4,968 

I 赤卵30個 1,728 1,836 1,944 2,052 2,160 2,700 

J アイ 20個 7,668 7,776 7,884 7,986 8,100 8,964 

※カ ー ン ー 一種類です  

�  ュ ュ   � 

 


